
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 岐阜県立大垣工業高等学校（全日制） 

実 施 期 間 平成２６年１０月３１日（金）学校公開日、 １１月８日（土）文化祭 

実 施 概 要 
  

① 学校公開日（普段の授業を公開） 
② 文化祭（工業の「ものづくり」を中心とした取組の成果を発表） 

 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ①８７人  ②５４７人 

計  ６４６ 人 
地域関係者 ① ４人  ②  ８人 

 

実 施 状 況 
 

① 学校公開日 

・保護者や地域関係者に、午前(３･４限目の授業)を参観していただく形
態で、普段の生徒の様子や授業風景を公開した。 

② 文化祭 

・３年生は主に課題研究作品の発表、１・２年生は工業高校ならではの
「ものづくり」の技術を生かした体験コーナーの開設やイベントなど
を実施した。 

・数多くの案内係の生徒が来校者に付き添って校内を案内したり、各発
表会場で生徒が説明を行うなど、本校の日頃の教育成果の発表を通し
て、生徒･保護者･地域関係者の交流を深めることができた。 

・本年度は、３年に一度の公開文化祭として土曜日に開催されたため、
例年の倍近い見学者が本校を訪れた。 

 

 

成果及び課題 

① 学校公開日 

・本校の普段の授業の様子を参観していただくことにより、日頃の生徒
の姿を確認していただくことができた。 

・授業をしっかり受けていた、生徒のあいさつが気持ちよかったなどの
評価が多かった反面、普通教室で行う授業(座学)ではなく、工業の実
習をやっている姿を、もっとじっくりと見たかったという要望もあっ
た。 

 

② 文化祭 

・本校が実施している工業の専門的な学習の内容や、ものづくりに関す
る活動の成果を理解していただくことができた。 

・生徒が来校者の案内や製 作 物 等の説明を行うことにより、生徒のコ
ミュニケーション能力育成の一助とすることができた。 

・育友会による軽食バザーの実施など、多くの保護者に協力していただ
くことにより、保護者と学校の連携を深めることができた。 

 

 


